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作成方針
本学の環境活動について、本学の構成員を含めたステークホルダーにご理解いただくために公表するものです。

報告書の対象範囲（以下に示す地区における教育・研究・社会貢献活動）
　　津島地区、鹿田地区、倉敷地区（資源植物科学研究所）、三朝地区（惑星物質研究所）
　　東山地区（附属幼稚園､ 附属小学校､ 附属中学校）、平井地区（附属特別支援学校）

報告書の対象期間・発行
　　対象期間　令和６年４月(2024年４月)~令和７年３月(2025年３月)
　　発　　行　令和７年９月
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学長挨拶

私は学長就任時から「不易流行」という言葉を本学の
進むべき方向性として位置付けています。本学におけ
る「不易」とは、岡山大学の過去・現在・未来に関わ
る全ての人々の持続的で多様な幸せ（Well-being）の
実現を追求することです。一方の「流行」とは、国内
外の社会情勢を見極めた上で、地域の思いや国の施策
を先取りし、経営改革、人材育成、研究開発などを戦
略的に推進していく姿勢を指しています。これまでに

「岡山大学長期ビジョン2050」として「地域と地球の
未来を共創し、世界の革新に寄与する研究大学」を掲

げていますが、この度、その実現に向けた具体的な戦略を「未来共創戦略2025－2027」
として策定しました。その中では教育・人財、研究・医療、環境・基盤におけるそれぞれの
具体的な戦略を多岐にわたって明示しています。また、「地域中核・特色ある研究大学強化
促進事業（J-PEAKS）」を推進することで本学のさらなる研究力の向上を進めていきます。
さらに、本学の研究成果を社会に実装し、社会を変えていくためには、自治体や産業界など
との強力な連携が必要です。そのための場として、2025年３月に「共創イノベーションラ
ボ（KIBINOVE）」を設立しました。産学官民の連携を促進し、地域課題の解決や社会変革
につながるイノベーションの創出を目指す拠点として、さまざまな活動が展開される予定
です。

未来を担う人々のWell-beingを実現するためには、地域や地球環境における課題解決を
図ることが不可欠です。本学ではカーボンニュートラルを推進していくために、戦略本部を
設置し、研究拠点形成支援など様々な取り組みを行っています。前述の「未来共創戦略
2025－2027」の中でも、カーボンニュートラルに関わる具体的な戦略について明示して
おり、今後も着実に取り組んでいきます。
「岡山大学環境報告書2025」は、岡山大学の環境コミュニケーションツールとして、本学

の諸活動から生じる環境負荷状況の情報提供とともに、環境にかかる教育・研究・社会貢献・
自主的環境改善活動について記載しています。

最後に、本学の国際色豊かで多様性に溢れた人財が誇りと希望を持ち、それぞれが教育・
研究に打ち込める環境整備を行い、地域脱炭素社会の実現に向けた活動を積極的に推進して
まいります。今後とも岡山大学へのご理解とご支援を宜しくお願いいたします。

国立大学法人岡山大学 学長
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大学概要１

区　　分 内　　　訳 区　　　分 内　　　訳

役員等
10人

学長� （１）
理事� （７）
監事� （２）

大学院学生
3,279人

修士課程・博士前期課程� （1,816）
博士課程・博士後期課程� （1,318）
専門職学位課程� （145）

教職員
4,219人

教授� （447）
准教授� （380）
講師� （133）
助教� （480）
助手� （7）
教諭� （104）
事務・技術職員� （2,668）

児童・生徒・園児
1,299人

小学校� （594）
中学校� （537）
特別支援学校� （59）
幼稚園� （109）

学部学生 � 10,246人 合　計 � 19,053人

法人名：国立大学法人岡山大学
所在地：〒700－8530　岡山市北区津島中一丁目１番１号
創   基：1870（明治3）年4月
沿   革：https://www.okayama-u.ac.jp/tp/profile/profile02.html
学   長：那須　保友
地区名称：津島地区、鹿田地区、東山地区、平井地区、八浜地区、津高地区、倉敷地区、三朝地区、
　　　　  牛窓地区、芳賀地区、半田山地区、沖元地区
職員・学生数：19,053人

岡山大学概要

岡山大学の理念
高度な知の創成と的確な知の継承
　人類社会を安定的、持続的に進展させるためには、常に新たな知識基盤を構築していかねばなりません。岡山
大学は、公的な知の府として、高度な知の創成と的確な知の継承を通じて人類社会の発展に貢献します。

岡山大学の目的
人類社会の持続的進化のための新たなパラダイム構築
　岡山大学は、「自然と人間の共生」に関わる、環境、エネルギー、食料、経済、保健、安全、教育等々の困難な
諸課題に対し、既存の知的体系を発展させた新たな発想の展開により問題解決に当たるという、人類社会の持続的
進化のための新たなパラダイム構築を大学の目的とします。
　このため、我が国有数の総合大学の特色を活かし、既存の学問領域を融合した総合大学院制を基盤にして、高度
な研究とその研究成果に基づく充実した教育を実施します。

岡山大学の理念・目的
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附属山陽圏フィールド科学センター

学　部

教員組織

文学部

教育学部

附属臨海実験所

附属界面科学研究施設

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

グローバル・ディスカバリー・プログラム

社会文化科学研究科

教育学研究科

学術研究院

兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科
（後期3年のみの博士課程）

兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科
（後期3年のみの博士課程）

保健学研究科

環境生命自然科学研究科

医歯薬学総合研究科

法務研究科

ヘルスシステム
統合科学研究科

法人の事務組織

事務組織

岡 山 大 学

法人本部

法人監査室

監事支援室

コンプライアンス推進室
総務部
企画部
財務部
施設企画部

業務センター

国
立
大
学
法
人 

岡
山
大
学

大学の事務組織

部局等の事務部等

研究・イノベーション共創管理統括部
学務部
安全衛生統括部
附属学校機構事務部

附属病院 岡山大学病院

附属学校
附属幼稚園 
附属小学校 
附属中学校 
附属特別支援学校

総合技術部

機構

教育推進機構   
研究・イノベーション共創機構   
安全衛生推進機構   
異分野融合教育研究機構   
附属学校機構   
図書館・公共知共創機構（令和7年10月1日設置）

附属図書館 岡山大学図書館
　　中央図書館
　　鹿田分館
　　資源植物科学研究所分館

資源植物科学研究所
附属大麦・野生植物資源研究センター

研究所   
惑星物質研究所

異分野基礎科学研究所

文明動態学研究所
附属国際構造生物学研究センター

  

大 学 院

詳細は、岡山大学ホームページをご覧ください。
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/profile/profile 03 .html

組織図
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学　長

教職員・学生

財務・施設担当理事

部局（本部・大学院・学部・大学病院・研究所他）

環境マネジメント委員会

安全衛生推進機構
環境管理部門

環境マネジメント部会

化学物質管理部会

岡山大学では、岡山大学環境管理規則で、岡山大学における修学上及び就業上の良好な環境を実現するため、
教育研究及び諸活動が環境に及ぼす影響を把握し、評価し、及び是正するとともに、継続的な改善を行うこと
を定めています。この継続的な推進を確保するため、環境マネジメント委員会を設置しています。
環境マネジメント委員会では、環境マネジメントの企画・立案・調査及び評価を行い、環境関連法令等の対応、
環境マネジメント達成に必要な事項を審議しています。
環境マネジメント委員会は、岡山大学における環境課題の重要課題を特定し、環境目標を審議・決定します。
重要課題は、環境影響の重大性、岡山大学の中期目標、実行可能性などを考慮して決定しています。また、
環境目標の実施方法及び結果を評価・公表しています。

岡山大学環境管理組織
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岡山大学環境方針

岡山大学は、「かけがえのない地球環境をまもり、自然豊かな環境を明日の世代に引き継ぐことが人間社会
の基本的な責務である」との認識に立ち、本学における教育、学術研究を始めとするあらゆる諸活動を通して、
持続性のある循環型社会を構築し、維持するために地球環境への負荷の低減に努め、サステイナブル・キャン
パスをめざします。また、「不易流行の経営改革」を推進し、岡山大学自らが主体的に変容しつつ地域と地球の
課題解決を通して人類社会の持続的発展に貢献する「誇りと希望の学都」を目指します。

基本理念

岡山大学は、10学部7研究科1プログラム4研究所、大学病院、附属学校園等を擁した総合大学としての
特徴を活かし、以下の活動を積極的に推進します

１．�地球環境・地域環境・生物多様性に関連する教育及び学術研究の活動を推進し、国内外の環境分野に
おいて中核的に活躍しうる高い総合的能力と人格を備えた人材を養成するとともに、環境の保全及び
改善に貢献する新たな研究成果の創成と継承に取り組みます。

２．�環境に関連する公開講座、シンポジウム等の開催のほか、地域社会との連携を推進し、環境配慮に関
する貢献活動に取り組みます。

３．環境に関連する法令、協定及び自主基準等を遵守します。

４．事業活動において、次の項目を地球環境保全の重点テーマとして取り組みます。
❶ 地球温暖化対策
❷ 省エネルギーの推進
❸ 省資源対策
❹ 廃棄物の減量化・再資源化及び有害廃棄物の適正処理
❺ グリーン購入の推進
❻ 化学物質の管理徹底

５．�教職員、学生、生徒など岡山大学に関係する全ての人が、それぞれの立場で、自発的・積極的に環境
保全活動の継続的な改善・向上に取り組みます。

2023年4月１日
国立大学法人岡山大学長　　 那須　保友

基本方針
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No. 基本方針 環境活動 環境目標（年次目標）
（令和７年度）

１
環境に関する教育・研究の推進
と人材の育成、環境保全・改善
の研究成果の創成と継承

環境に関する教育の推進と
人材の育成（教育活動）

学部・大学院、附属学校において環境教育を推進
する。

環境保全・改善の研究成果の創成と
継承（研究活動）

環境保全・改善に係る研究を推進し、研究成果を
広く公表する。

２
環境に関連する公開講演会等の
開催、地域社会との連携・環境
配慮の貢献活動

環境に関連する公開講演会等の開催 環境に関連するシンポジウム、講演会、公開講座等
を開催する。

地域社会との連携・環境配慮の貢献
活動（地域貢献）

審議会等への参加や産官学の連携により、環境配慮
活動を推進する。

３ 環境に関連する法令等の遵守 法令等の遵守 大学に関連する環境及び安全に関する法令等を遵守
する。環境安全関連法令等の講習会等を開催する。

４ 地球環境保全の重要テーマの
取り組み

①地球温暖化対策

エネルギー起源の温室効果ガス排出量を2030年度
までに51％以上削減（2013年度比）するとの政
府目標を踏まえ、地球温暖化対策についての啓発、
具体的行動計画の立案、実施等の取組を行う。

②省エネルギーの推進

省エネルギーについての啓発活動、照明器具のLED
化及び空調設備の高効率化等を実施することによ
り、エネルギー使用量を低減し、前年度より電力使
用量を2.5％以上、ガス使用量を5.8％以上削減する。

③省資源対策

用　水 節水等の取り組みを強化し、前年度より用水使用量
を1.9％以上削減する。

用　紙

PPC用紙購入数を2027年度までのできるだけ早期
に50％削減（2019年度比）するとの全学目標達
成に向けて、用紙削減の啓発、会議ペーパーレス化、
配布紙資料の抑制、両面使用等の取組を行う。

④�廃棄物の適正
処理

廃棄物の減量化・
再資源化

廃棄物の分別・再資源化を徹底し、廃棄物の減量化
を図る。

有害廃棄物の適正
処理

有害廃棄物を適正に管理し、安全な委託処理を行う。
有害廃棄物処理の状況確認を行う。

⑤グリーン購入の推進 グリーン購入を推進する。環境配慮型製品の購入に
関する調達目標100％を継続する。

⑥化学物質の管理徹底 化学物質の適正管理を徹底する。管理の検証・改善
を図るため、化学物質管理監査を実施する。

５ 環境保全活動の継続的な改善・
向上

環境保全活動の継続的推進 学内・地域における環境配慮活動を継続的に行う。

環境コミュニケーションの継続的な
推進

環境報告書等により学内外の環境コミュニケーショ
ンを継続的に推進する。

令和７年度環境目標（年次目標）
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No. 基本方針 環境活動 環境目標（年次目標）
（令和6年度） 令和６年度の達成の状況の概要 自己

評価 環境報告書掲載エビデンス

１

環境に関する教育・
研究の推進と人材の
育成、環境保全・改
善の研究成果の創成
と継承

環境に関する教育の
推進と人材の育成
（教育活動）

学部・大学院、附属学校におい
て環境教育を推進する。

環境に関する講義、環境教育を
広範囲にわたり行った。 〇 ５Ⅱ．環境教育活動

環境保全・改善の研
究成果の創成と継承
（研究活動）

環境保全・改善に係る研究を推
進し、研究成果を広く公表する。

様々な分野で、環境に関する研
究を行い、成果を公表した。 〇 ５Ⅲ．環境研究活動

２
環境に関連する公開
講演会等の開催、地
域社会との連携・環
境配慮の貢献活動

環境に関連する公開
講演会等の開催

環境に関連するシンポジウム、
講演会、公開講座等を開催する。

多くの環境関連の講演会、公開
講座等をオンライン等で開催
した。

〇 ５Ⅳ．社会貢献活動

地域社会との連携・
環境配慮の貢献活動
（地域貢献）

審議会等への参加や産官学の連
携により、環境配慮活動を推進
する。

多くの環境関連の審議会等への
参画、SDGs関連のイベントの
開催などの環境配慮貢献活動を
行った。

〇 ５Ⅳ．社会貢献活動

３ 環境に関連する法令
等の遵守 法令等の遵守

大学に関連する環境及び安全に
関する法令等を遵守する。環境
安全関連法令等の講習会等を開
催する。

大学に関連する環境及び安全の
法令は遵守できている。環境安
全関連の講習会をオンラインで
開催した。

〇 ８．法規の遵守状況

４ 地球環境保全の重要
テーマの取り組み

①地球温暖化対策

エネルギー起源の温室効果ガ
ス排出量を2030年度までに
51％削減（2013年度比）す
るとの政府目標を踏まえ、地球
温暖化対策についての啓発、具
体的行動計画の立案、実施等の
取組を行う。

主に使用電気の二酸化炭素排出
係数の増加により、二酸化炭素
排出量は前年度比5.5％の増加
となった。また、2030年度まで
に51％削減（2013年度比）す
るとの目標と比較して、令和６
年度は、23.4％の減少となった。

△ ７Ⅱ．地球温暖化対策

②省エネルギーの推進

省エネルギーについての啓発活
動、照明器具のLED化及び空
調設備の高効率化等を実施する
ことにより、エネルギー使用量
を低減し、前年度より電力使用
量を2.5％以上、ガス使用量を
5.8％以上削減する。

省エネルギーについての啓発
活動、照明器具のLED化及び
空調設備の効率化等を実施し
たが、電力使用量は前年度比
2.2％増加、ガス使用量は前年
度比8.6％の増加であった。

△ ７Ⅲ．省エネルギーの推進

③�省資源
　対策

用　水
節水等の取り組みを強化し、前
年度より用水使用量を1.9％以
上削減する。

節水等の取り組みを実施した
が、用水使用量は前年度比
7.2％の増加となった。

△ ７Ⅳ．省資源対策

用　紙

PPC用紙購入数を2027年度ま
でのできるだけ早期に50％削
減（2019年度比）するとの全
学目標達成に向けて、用紙削減
の啓発、会議ペーパーレス化、
配布紙資料の抑制、両面使用等
の取組を行う。

PPC用紙購入数を50％削減す
るとの全学目標達成に向けて会
議のペーパーレス化、配布資料
の抑制、両面使用等の取組を実
施したが、用紙使用量は前年度
比12.6％の増加となった。

△ ７Ⅳ．省資源対策

④廃棄物
　の適正
　処理

廃棄物の
減量化・
再資源化

廃棄物の分別・再資源化を徹底
し、廃棄物の減量化を図る。

廃棄物排出量は前年度比14.5％
の減少となった。 ◎ ７Ⅴ．廃棄物の減量化・適正

管理

有害廃棄
物の適正
処理

有害廃棄物を適正に管理し、安
全な委託処理を行う。有害廃棄
物処理の状況確認を行う。

有害廃棄物の適正管理、処理が
行われた。有害廃液の環境管理
部門への搬入量は、前年度比
2.1%の増加となった。

△ ７Ⅴ．廃棄物の減量化・適正
管理

⑤グリーン購入の推進
グリーン購入を推進する。環境
配慮型製品の購入に関する調達
目標100％を継続する。

環境配慮型製品の購入調達目標
100％が達成できた。 〇 ７Ⅵ．グリーン購入の推進

⑥化学物質の管理徹底
化学物質の適正管理を徹底する。
管理の検証・改善を図るため、
化学物質管理監査を実施する。

化学物質管理監査を実施し、
化学物質管理の検証・改善を
図った。

〇 ７Ⅶ．化学物質の管理徹底

５ 環境保全活動の継続
的な改善・向上

環境保全活動の継続
的推進

学内・地域における環境配慮活
動を継続的に行う。

環境イベントの開催など環境配
慮活動を継続的に推進した。 〇 ６．自主的環境改善活動

環境コミュニケー
ションの継続的な
推進

環境報告書等により学内外の環
境コミュニケーションを継続的
に推進する。

環境報告書2024を公表し、学
内外の環境コミュニケーション
を図った。

〇 ６．自主的環境改善活動

令和６年度環境目標（年次目標）の評価

自己評価：◎…目標を上回って達成・◯…目標を達成または概ね達成・△…目標を一部達成または未達成・−…未実施
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4▶︎環境目標と評価



岡山大学では、本学の理念である「高度な知の創成と的確な知の継承」のもと、本学の目的である「人類社会の持続的
進化のための新たなパラダイム構築」を行うため、全学を挙げて持続可能な開発目標 （SDGs） の達成に貢献する教育・研究・
社会貢献活動を行っています。
世界を変えるための17の目標達成に寄与するため、質の高い教育の提供 （4. 質の高い教育をみんなに）、研究活動で発
生する廃液の適切な管理・処理 （12. 作る責任つかう責任）、地域をはじめとする環境保全活動 （14. 海の豊かさを守ろう、
15. 陸の豊かさも守ろう） 及び脱炭素社会に向けたクリーンなエネルギー開発に関する研究（7. エネルギーをみんなにそし
てクリーンに）等を行っています。
本報告書の中では、「環境教育」、「環境研究」、「社会貢献」として、特に優れた活動事例を紹介します。

【SDGsに関する岡山大学の行動指針】
岡山大学は、その理念・目的の下、SDGs （持続可能な開発目標） の達成に貢献する活動に取り組み、
持続可能な社会の実現を牽引していく。

詳しくは、岡山大学SDGsポータルをご覧ください。
https://sdgs.okayama-u.ac.jp/

Ⅰ.岡山大学のSDGsの達成に向けた取り組み
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環境教育・環境研究・社会貢献活動５



岡山大学環境生命自然科学学域　准教授　小汐 由介
https://sdgs.okayama-u.ac.jp/efforts/index.php?c=efforts_view&pk=164

［１］�フロンティアプログラム：学際的視野で未来を創る
科学人の育成

岡山大学理学部フロンティアプログラムは、広い視野と深い専門性を兼ね備え、われわれの住む環境を多面的に理解し、
持続可能な成長を支え、人間らしい仕事を創出できる科学人の養成を目的とした教育プログラムです。
プログラム学生は、所属学科のカリキュラムに加え、プログラム独自の講義「フロンティアサイエンティストリテラ
シー」、「先端科学実習」等を通じ、広範囲な自然科学の教養及び科学者に求められる様々な能力の習得を目指します。
また、成績や面接等に基づき選抜されたフロンティアサイエンティスト特別コース生は、早い段階から４年次生・大学
院生レベルの研究を〝先取り〟できる「先取りプロジェクト研究」を行います。先取りプロジェクト研究では、興味の
ある分野について研究計画を立案し、指導教員のアドバイスを受けながら、先取り研究を実施します。
これまで実施された〝先取り研究〟は、文部科学省のサイエンス・インカレに多数入賞するなど優秀な成果を挙げて
います。

Ⅱ.環境教育活動

年間スケジュール

5▶︎環境教育・環境研究・社会貢献活動
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●　社会的背景
農業は、食糧を供給する点において重要な産業である
が、非効率的な経験に依存した重労働という印象をあ
たえ、従事者の高齢化と減少が問題となっている。ま
た、農業におけるCO２排出は全体の10%にも上り、
その削減は急務である。

●　活動の目的
農業は、作物の健康状態や生育状態を的確に把握し、
それに応じて作物の品質と生産量が最大になるように
管理する作業、と集約できる。生体センサーにより、
作物の状態を随時正確に把握することで最適な作物管
理が可能になり、無駄のない作業、施肥により、生産
性の向上、収益の向上、CO２の産出削減が期待される。

●　活動の概要
カーボンナノセンサーなどの先端資材を利用して、植
物の生理状態の指標となる植物ホルモンを定量できる
生体ナノセンサーの開発研究を行っている。

●　期待される効果
スマート農業の普及により、圃場の環境データや作物
出荷データを収集する環境が整いつつある。これに生
体センサー測定機器を搭載し、全てのデータを人工知
能で統合して解析することで、高効率農作業を提案す
るシステム構築が可能である。

岡山大学資源植物科学研究所　教授　平山 隆志、岡山大学学術研究院自然科学学域（工）　教授　林 靖彦
https://www.rib.okayama-u.ac.jp/ers/research.html

Ⅲ.環境研究活動

5▶︎環境教育・環境研究・社会貢献活動

［２］�作物健康診断による農作業CO２

産出削減
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＜目的・活動＞
近年、大規模地震や気候不順による大雨・台風・洪水・土
砂崩れなどの災害が頻発している。災害が発生したときに
は多量の災害廃棄物が一度に発生するが、直後の処理対策
が遅れると、後の都市復旧作業や復興作業に大きな遅れを
生じさせることがある。そのため、地方自治体の迅速な初
期行動が望まれている。対策が進んだ地方自治体では、緊
急事態発生時の職員の役割分担や対処行動を理解・確認さ
せるために、被訓練者を集めてシナリオ通りに行動させる
図上訓練を行っている。しかし、図上訓練では全メンバー
が同時に参加しなければ実施できない、反復学習ができな
い、複雑なシナリオには向かない、などの問題がある。そ
こで本研究では、過去の災害廃棄物処理の経験を集約した
ルールベースを作成し、それを元にプログラムが被験者を
訓練するエキスパートシステムを開発している。エキス
パートシステムが被験者以外の役割を担当するため、単独
訓練や遠隔地連携訓練が可能となり、訓練内容も広がると
いうメリットがある。

＜今後の計画＞
南海トラフ沖地震に備えるために、高知市職員と訓練シス
テムの実装を検討中である。

岡山大学学術研究院環境生命科学学域（工）／岡山大学大学院環境生命科学研究科附属低炭素・廃棄物循環研究センター　教授　藤原 健史
https://sdgs.okayama-u.ac.jp/efforts/index.php?c=efforts_view&pk=192

Ⅳ.社会貢献活動

5▶︎環境教育・環境研究・社会貢献活動

［３］�迅速な災害廃棄物処理を目指して
～地方自治体向け災害廃棄物対策行動訓練システムの開発
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令和６年６月26日（水）に「岡山大学エコナイト2024」を開催しました。本年度は、エコナイトへの参加団体を増
やして環境への理解を様々な形で促しました。令和６年度も環境ミニ講演会が開催され、学内外問わず参加者が集まりま
した。その他、ごみ分別ゲームや、ペットボトルキャップアートの展示などを行いました。

令和６年10月26日(土)に生協学生委員会C.C.C！が主催するクリーンキャンパス2024を開催しました。本活動は、
岡山大学のキャンパス美化活動により身近な環境問題の共有を図ることや、環境セミナーを通じて環境問題への興味・関
心をもつきっかけになることを目的として、2002年から毎年開催しています。令和６年度は、生協学生委員会C.C.C！
メンバーを中心に、環境管理センターの教職員、学内の皆様と環境セミナー・津島キャンパス内の清掃活動を行いました。
環境セミナーでは、身近な場所で起きている環境問題に触れたり、ごみの最終処理についての話を聞いて、環境問題に対
する関心を深めることができました。環境クイズでは、環境セミナーの内容を踏まえたクイズに答え、セミナーの内容の
理解を深めました。

６ 自主的環境改善活動

［１］�岡山大学エコナイト2024

［２］�クリーンキャンパス2024
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Ⅰ.学生による環境啓発活動



環境部ECOLOでは、毎年３月にリサイクル市というイベントを開催しています。このリサイクル市は、岡山大学を卒
業する学生から不要になった家具や家電を無料で譲り受け、部員が清掃した後、新入生向けに低価格で販売する取り組み
です。まだ使用可能な家具や家電をリユースすることでごみの削減を目指し、新入生の経済的負担を軽減することを目的
としています。したがって、「家具や家電の回収および清掃に伴う費用のみを販売時の利益とする」という方針を掲げ、
販売する商品は必要最低限の価格で提供しています。
令和６年度には、３月29日と30日にイベントを開催しました。最初の２時間は新入生のための特別入場時間とし、
さらに新入生に対して全商品を２割引にしました。その結果、約440点の家具や家電のうち、１日目には約65%が売れ、
２日目には95%まで販売が進みました。
また、２日目には各カテゴリに商品を追加することで、どちらかの日にしか来場できなかった方にも好みの商品を提供
できたことは、昨年からの改善点として挙げられます。この機会にご来場・ご購入いただいた皆様、および開催に協力し
ていただいた岡山大学の学務部、生協、その他の関係者の皆様へ、厚く御礼申し上げます。令和７年度もより良いイベン
トとなるよう、環境部ECOLO一同、企画と運営に努めて参ります。

陸上競技場（津島地区）　ライトダウン前 陸上競技場（津島地区）　ライトダウン後

６▶自主的環境改善活動

［３］�リサイクル市

令和6年4月22日(アースデー)、6月21日(夏至の日)、7月7日(クール アースデー)、9月17日(中秋の名月)の4日
間「ライトダウン イン 岡山大学2024」を開催しました。
津島地区の中央図書館、自然科学系総合研究科棟、陸上競技場の施設の外部照明のライトダウンを行うことにより、
身近な施設の照明が消えたことへの気づき、その実感により環境問題に思いを馳せるきっかけとなるイベントになりま
した。本活動は、地球温暖化防止への啓発、SDGs活動の一助となることを期待して実施したものです。

［４］�ライトダウン イン 岡山大学2024
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Ⅱ.環境管理センターによる環境啓発活動



活動に伴う環境負荷７

Ⅰ.環境負荷の状況

岡山大学における教育・研究・医療等の諸活動は、様々な形で環境に負荷を与えています。図１に令和６年度の本学マ
テリアルバランスの概要として、INPUT側、総エネルギー消費量（原油換算）、水資源などの消費量を、OUTPUT側に
温室効果ガス排出量（二酸化炭素換算排出量）、廃棄物排出量などを示します。
岡山大学では、これら環境負荷の状況を把握し、①地球温暖化対策、②省エネルギーの推進、③省資源対策、④廃棄物
の減量化・適正管理、⑤グリーン購入の推進、⑥化学物質の管理徹底の６つのテーマを環境方針の重点課題に掲げ、環境
への負荷低減に向けた活動に努めています。

図１　令和６年度岡山大学の諸活動に伴う環境負荷の概要

OUTPUT

INPUT

岡山大学の教育•研究•医療•社会貢献等の諸活動

【総エネルギー消費量】
18,036 kL

対前年度比 ： +  3.3％

【上水使用量】
402,473㎥

対前年度比 ： +  7.1％

【PPC 用紙購入量】
128,436 kg

対前年度比 ： +  12.6％

【PRTR法届出物質 入手量】
13,038 kg

対前年度比 ： +  25.3％

【二酸化炭素排出量】
39,467 t-CO₂

対前年度比：+   5.5％

【下水道排水量】
234,838 ㎥

対前年度比：+  3.1％

【廃棄物等排出量】
廃棄物：1,858 t

対前年度比：-  14.5％
再資源化物：362 t

対前年度比：-  22.3％

【PRTR法届出物質 排出・移動量】
12,514 kg

対前年度比：+  16.9％
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ここで、本報告書内のエネルギー消費量（GJ）、二酸化炭素排出量（t-CO２）の算定では、表１に示す換算係数を用
いています。
エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律（以下、「省エネ法」と略します）及び地球
温暖化対策の推進に関する法律においては、平成20年の改正に伴い、電力消費量から温室効果ガス排出量への換算係数
は毎年見直され、公表されることとなっています。すなわち、同じ電力消費量であっても、換算係数が変化することによ
り、二酸化炭素排出量は増減することとなります。また、令和４年度の改正により、エネルギー熱量への換算係数の変更
が行われています。さらに、省エネ法において把握が必要となるエネルギーとして、新たに非化石エネルギーが加わりま
した。なお、本学において消費される非化石エネルギーは購入電力によるもの以外は、保有する太陽光発電設備による電
力（令和６年度実績：98千kWh）によるものだけです。ただし、基準年との経年比較が困難であるため、太陽光発電量
は過去を含め、本報告書におけるエネルギー消費量（GJ）の算定では考慮していません。
改正省エネ法の詳細については、以下のURLを参照ください。

・資源エネルギー庁省エネポータルサイト（省エネ法の改正）
　https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/amendment/

表１　令和６年度エネルギー消費量（GJ）及び二酸化炭素（t-CO２）への換算係数

区　　　　分 単位発熱量 二酸化炭素排出係数

電 力
令和５年３月まで 9.76

GJ/千kWh 0.588※３),0 .622※４),
0 .464※５),0 .541※６) t-CO２/千kWh令和５年４月以降 8.64

都市ガス(13A)

令和５年３月まで 2.29 t-CO２/千m３

令和５年４月以降 2.05※７)

令和５年10月まで 46.0※１）
GJ/千m３

令和５年11月以降 45.0※１）

液化石油ガス(LPG)
令和５年３月まで 50.8

GJ/t
３.00

t-CO２/t令和５年４月以降 50.1 2.99

A 重 油
令和５年３月まで 39.1

GJ/kL
2.71

t-CO２/kL令和５年４月以降 38.9 2.75

灯 油
令和５年３月まで 36.7

GJ/kL
2.49

t-CO２/kL令和５年４月以降 36.5 2.50

軽 油
令和５年３月まで 37.7

GJ/kL
2.58

t-CO２/kL令和５年４月以降 38.0 2.62

ガ ソ リ ン
令和５年３月まで 34.6

GJ/kL
2.32

t-CO２/kL令和５年４月以降 33.4 2.29
原 油 0.0258※２) kL/GJ －

・エネルギーの発熱量への換算
　【出典】エネルギー使用の合理化に関する法律施行規則別表第一
・二酸化炭素排出量への換算
　【出典】特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関する省令及び温室効果ガス算定排出量等の報告等に関する命令

※１）国が公表した岡山ガス（株）の発熱量
※２）合計した熱量（GJ）を原油換算（kL）する場合に使用する換算係数
※３）国が公表した鈴与電力（株）の基礎排出係数（津島地区に適用）
※４）国が公表した鈴与電力（株）の基礎排出係数（倉敷地区、三朝地区に適用）
※５）国が公表した四国電力（株）の基礎排出係数（鹿田地区に適用）
※６）国が公表した（株）U-POWERの基礎排出係数（附属学校園に適用）
※７）国が公表したガス事業者別排出係数における代替値（省令の排出係数）

７▶活動に伴う環境負荷
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■津島地区　■鹿田地区　■倉敷地区　■三朝地区　■附属学校園
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図２　二酸化炭素排出量の推移（地区別累計）

７▶活動に伴う環境負荷

Ⅱ.地球温暖化対策

岡山大学の地球温暖化対策は、温室効果ガスのうちエネルギー消費に由来した二酸化炭素排出量の削減に取り組んでい
ます。
エネルギー消費に関係する二酸化炭素排出量の推移を図２に示します。令和６年度の二酸化炭素排出量は39,467tで、
対前年度比5.5%の増加となりました。

［１］�二酸化炭素排出量

岡山大学では世界的な地球温暖化対策に呼応して、脱炭素社会の実現に向けた本学の取組を戦略的に推進するため、令
和４年４月にカーボンニュートラル戦略本部を設置し、同12月に「岡山大学カーボンニュートラル推進計画」を策定し
ました。
令和４年９月には、「国立大学法人岡山大学における地球温暖化対策に関する実施基本計画」を改正しました。国の行
動計画に準拠し、基準年を平成25(2013)年度、計画期間を令和12(2030)年度までとし、目標値を設定しています。
また、「岡山県環境への負荷の低減に関する条例」により、岡山大学は令和２年度実績を基準とした計画を継続提出し、
その履行状況について毎年度実績報告を行っています。令和６年度には令和５年度実績報告と共に、制度変更に基づいた
計画変更を行いました。
これらの計画については、以下のURLを参照ください。
・岡山大学カーボンニュートラル推進計画
　https://websv.okayama-u.ac.jp/cn/activity/
・国立大学法人岡山大学における地球温暖化対策に関する実施基本計画
　https://www.okayama-u.ac.jp/up_load_files/freetext/soumu-kankyo_hairyo/file/eco_kihonkeikaku_r510.pdf
・岡山大学温室効果ガス削減計画書(岡山県環境への負荷の低減に関する条例)
　https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/377036.pdf

［２］�地球温暖化対策に関する取り組み
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７▶活動に伴う環境負荷

Ⅲ.省エネルギーの推進（施設整備等）

岡山大学では、電力、ガス（都市ガス（13A）、液化石油ガス（LPG））、A重油のほか、灯油、揮発油（ガソリン）、
軽油などの化石燃料を消費しています。総エネルギー消費量の推移を図３、エネルギー源別消費比率の推移を図４に示し
ます。令和６年度の総エネルギー消費量は、原油換算18,036kLで、前年度比3.3%の増加となりました。

［３］�総エネルギー消費量

令和６年度の電力の月別消費量と岡山市の月平均気温の関係を図５に示します。岡山市の平年値は平成６年~令和７年
の月平均気温で、月平均気温はいずれも気象庁気象統計情報によります。
令和６年度は、平年に比べて夏季 (６月から９月) は暑く、冬季 (２月) は寒い気温条件であったことが分かります。

［４］�電力の月別消費量

■津島地区　■鹿田地区　■倉敷地区　■三朝地区　■附属学校園　
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図３　総エネルギー消費量の推移（原油換算・地区別累計）

■電力　■ガス【都市ガス（13A）、液化石油ガス（LPG）】　■A 重油　
■その他化石燃料【灯油、軽油、揮発油】
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図４　エネルギー消費比率の推移（エネルギー源別）
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図５　電力の月別消費量と岡山市の月平均気温平年値及び月平均気温の推移

区　分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計
   R6年度月別電力消費量 4,311 4,621 5,101 6,577 6,477 5,985 5,117 4,574 5,289 5,589 5,177 4,809 63,626
 　　 R6年度月別太陽光発電量 9 10 9 9 10 8 7 6 7 7 7 8 98
  ■  R6年度岡山市月平均気温 17.0 18.8 23.4 28.9 29.9 28.0 20.6 13.0 6.5 4.7 3.5 9.7
  ●  岡山市月平均気温平年値 14.1 19.1 22.7 27.0 28.1 23.9 18.0 11.6 6.6 4.6 5.2 8.7
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７▶活動に伴う環境負荷

施設整備に際して、カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みを実施し、持続可能な環境配慮型社会に貢献するサ
ステイナブルキャンパスの整備を進めています。
令和６年度中の施設整備において、省エネルギーの推進としてZEB（Net Zero Energy Building）化を念頭に、内壁
面吹付断熱材・複層ガラス・屋上遮熱断熱防水の採用及びLED照明・高効率変圧器・高効率空調設備・全熱交換型換気扇・
再生配管材・グリーン購入法適合衛生器具・太陽光発電設備他の導入をしました。省資源化等地球環境負荷の低減として、
工事現場内で発生する建築副産物の発生抑制・再利用再資源化に努めています。また、排出ガス対策及び低騒音型建設機
械を使用することにより工事現場周辺の環境にも配慮しています。
また、平成28年度に学長裁定された環境賦課金制度※により省エネルギー機器等の更新整備を行いました。
今後も地球環境への配慮及び維持コスト削減等に資する施設整備に努めていきます。

［５］�サステイナブルキャンパスの整備

※環境賦課金制度	： �節電・節水等への意識向上を図るとともに、省エネルギーの推進・地球温暖化対策・光熱水料の経費節減に向けた取り組みをすすめる
ため、省エネルギー改修工事・省エネルギー機器更新等を促進することを目的とした制度

※ZEB Ready 	 ： �外皮の高断熱化及び高効率な省エネルギー設備を備えた建築物。基準一次エネルギー消費量から50%以上の一次エネルギー消費量を削減
している。

※『ZEB』	 ： �ZEB Ready基準を満たしたうえで、さらに再生可能エネルギーを整備することにより基準一次エネルギー消費量から100％以上の一次
エネルギーを削減している。

外灯（LED照明） 農学部（高効率空調設備）

(牛窓)実習棟改修（生物学系）
『ZEB』※

（津島）総合研究棟改修Ⅱ（法・経済学系）
ZEB　Ready※

● 施設整備費補助金

● 環境賦課金

ＬＥＤ照明・内壁面吹付断熱材・複層ガラス(Low-E)・屋上遮熱断熱防水・高効率空調設備・全熱交換型換気扇・再生配管材・
グリーン購入法適合衛生器具・太陽光発電設備・太陽熱利用ガス温水システム）

⎛
⎝

⎞
⎠
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■津島地区　■鹿田地区　■倉敷地区　■三朝地区　■附属学校園
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 図7　上水使用量の推移
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図6　PPC用紙購入量の推移

７▶活動に伴う環境負荷

Ⅳ.省資源対策

岡山大学では、紙資源の削減として、普通紙、いわゆるコピー用紙であるPPC用紙の削減に取り組んでいます。PPC
用紙購入量の推移を図６に示します。
令和６年度のPPC用紙の購入量は、128,436kgで対前年度12.6%の増加となりました。

［６］PPC（Plain Paper Copy）用紙

上水総使用量の推移を図７に示します。令和６年度の上水総使用量は、402,477m３で、対前年度比7.2%の増加と
なりました。

［７］用水（上水）
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■混合廃棄物　■感染性廃棄物　■実験系廃棄物等（廃液を含む）　■その他
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図10　産業廃棄物排出量の推移

■一般廃棄物　■産業廃棄物　■再資源化物　　  再資源化率
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図８　廃棄物及び再資源化物排出量と再資源化率の推移

■可燃ごみ　■生活系プラスチック類　■その他
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図９　一般廃棄物排出量の推移

■古紙類　■金属類　■ビン類　■ペットボトル　■その他
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図11　再資源化物排出量の推移

７▶活動に伴う環境負荷

Ⅴ.廃棄物の減量化・適正管理

岡山大学の学内規定に基づき、一般廃棄物、産業廃棄物、再資源化物の排出量について、毎年集計を行っています。廃
棄物及び再資源化物排出量、一般廃棄物排出量、産業廃棄物排出量、再資源化物排出量の推移を図８、９、10、11に
示します。
令和６年度の廃棄物の排出量は、1,858tで、対前年度比14.5%の減少となっています。
また、全廃棄物排出量に対する再資源化物排出量の比率 (再資源化率) は、昨年度に比べて減少しています。

［８］�廃棄物・再資源化物の排出量
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■無機廃液　■有機廃液　■写真廃液　■特殊廃液
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図12　環境管理センターへの廃液搬入量の推移

７▶活動に伴う環境負荷

（１）実験廃液
実験廃液とは、有機溶剤等を含む有機廃液、水銀、重金属、シアンなどを含む無機廃液、現像・定着液などの写
真廃液をいいます。環境管理センターへの廃液搬入量の推移を図12に示します。

（２）ポリ塩化ビフェニル （PCB） 廃棄物
ポリ塩化ビフェニル （以下「PCB」と略します） 廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法に基づき、PCB
が含まれる廃棄物については、処分までの間、適正に保管し適切に処分する必要があります。
岡山大学では、PCB廃棄物を保管しているため、その保管状況について毎年度行政へ報告を行っています。

［９］有害廃棄物の適正管理
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７▶活動に伴う環境負荷

Ⅵ.グリーン購入の推進

岡山大学では、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 (グリーン購入法) を遵守するため、岡山大学にお
ける「環境物品等の調達の推進を図るための方針」を策定・公表し、環境物品等の調達を推進しています。令和６年度の
特定調達品目の調達実績では、調達目標100%に対して、目標を達成することができました。

［10］�グリーン購入

国等における温室効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の推進に関する法律（環境配慮契約法）基本方針で環境配慮
契約の具体的な方法が定められている①電気の供給の環境配慮契約４件について、裾切り方式を採用し契約を行いました。
②自動車の購入及び賃貸借の未実施の１件は、山林管理に必要な仕様を満たす該当製品がないため実施していません。④
-１ 建築物の設計に関する契約４件について、環境配慮型プロポーザル方式にて行いました。④-２ 建築物の維持管理
の１件は排出の削減についての工夫の余地がない業務だったため実施していません。④-３ 建築物の改修６件について
省エネ改修事業に係る設計の契約を行いました。⑤産業廃棄物処理の環境配慮契約は、１件について裾切り方式を採用し
契約を行いました。
なお、③船舶の調達、は該当する案件がありませんでした。

［11］�環境配慮契約

分　　野 目標値（％） 目標達成率（％） 備　　考
紙類（７品目） 100 100 目標達成
文具類（85品目） 100 100 目標達成
オフィス家具等（12品目） 100 100 目標達成
画像機器等（10品目） 100 100 目標達成
電子計算機等（４品目） 100 100 目標達成
オフィス機器等（５品目） 100 100 目標達成
移動電話等（３品目） 100 100 目標達成
家電製品（６品目） 100 100 目標達成
エアコンディショナー等（３品目） 100 100 目標達成
温水器等（４品目） 100 100 目標達成
照明（３品目） 100 100 目標達成
自動車等（８品目） 100 100 目標達成
消火器（１品目） 100 100 目標達成
制服・作業着（４品目） 100 100 目標達成
インテリア・寝装寝具（11品目） 100 100 目標達成
作業手袋（１品目） 100 100 目標達成
その他繊維製品（７品目） 100 100 目標達成
設備（11品目） 100 100 目標達成
災害備蓄用品（15品目） 100 100 目標達成
公共工事（70品目） 100 100 目標達成
役務（20品目） 100 100 目標達成
ごみ袋等（１品目） 100 100 目標達成

表2　令和6年度グリーン購入調達実績
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７▶活動に伴う環境負荷

Ⅶ.化学物質の管理徹底

岡山大学の教育、研究、医療活動においては、多種類の化学物質を取り扱っています。
令和６年度は、化学物質管理講習会、実験・実習開始前教育の実施などにより、教職員、学生の化学物質についての意
識啓発を図っています。また、化学物質管理状況監査として、全部局を対象とした書面監査を実施するとともに、３部局
が管理する建物の内、毒物・劇物保管庫を有する全ての研究室に赴き、毒物・劇物の管理状況の確認等を行う現地監査を
実施しました。

Ⅷ.排水管理状況

岡山大学では、関連法令等に基づく管理のほか、学内規定による自主管理を行っています。下水道法及び水質汚濁防止
法に基づく定期的な水質検査のほか、建物近傍の検水槽におけるpH監視等を行っています。

［12］�化学物質の適正管理

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律に基づき、岡山大学で取り扱われている化
学物質（第１種特定化学物質）のうち、１年間に基準値以上の取り扱いがある化学物質について、毎年度、大気等の環境
中への排出量及び下水道、廃棄物等としての移動量を国へ報告しています。
令和６年度の主な集計結果は表３に示すとおりで、国へ報告したのは、津島地区におけるクロロホルム、ジクロロメタン、
ヘキサンの３物質及び鹿田地区におけるキシレンでした。

［13］�化学物質の環境への排出・移動量

表3　化学物質の環境への排出・移動量

※環境報告書対象範囲の合計を表す

対象物質
物質番号 対象物質物質名称

排出量（kg/年） 移動量（kg/年）
排出･移動量
合計（kg/年）大気への

排　　 出
公共用水域
への排出

土壌への
排　　 出

排 出 量
合　 計

下水道への
移　　 動

事 業 所 外
へ の 移 動

移 動 量
合　 計

56 エチレンオキシド 54 ０ ０ 54 ０ 312 312 366

80 キシレン 21 ０ ０ 21 ０ 1,817 1,817 1,838

127 クロロホルム 21 ０ ０ 21 ０ 2,896 2,896 2,917

186 ジクロロメタン（塩化メチレン） ４ ０ ０ ４ ０ 2,126 2,126 2,130

232 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド ０ ０ ０ ０ ０ 95 95 95

300 トルエン ４ ０ ０ ４ ０ 167 167 170

392 ノルマル－ヘキサン ９ ０ ０ ９ ０ 4,649 4,649 4,659

400 ベンゼン ０ ０ ０ ０ ０ ５ ５ ５

411 ホルムアルデヒド ０ ０ ０ ０ １ 165 166 166

674 テトラヒドロフラン １ ０ ０ １ ０ 152 152 153

699 パラホルムアルデヒド ０ ０ ０ ０ １ 14 14 14
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７▶活動に伴う環境負荷

Ⅸ.省エネルギー・省資源のための取り組みと環境会計

岡山大学では、経費節減・増収対策推進委員会を毎年開催し、学部・研究科等における取組状況を検証して、PDCA
サイクルを着実に回し、省エネルギー対策等を推進しています。

この取組の中で、省エネルギー・省資源につながった事例を紹介します。

【光熱水量の縮減】
・LED照明、高効率空調設備への計画的な導入
・�屋根、屋上、外壁改修工事における遮熱塗料、断熱材
の採用
・ペアガラス、遮熱性の高いブラインドの設置
・ガス空調、貫流ボイラー、発電機等の運転方法の改善
・節水トイレ、感知式の洗浄弁、自動水栓の設置
・人感センサーの設置

【紙の削減】
・�印刷時における白黒・両面印刷、裏紙利用、集約印刷
利用の推進
・�Web会議の推進
・�会議等におけるPC、プロジェクター、タブレット端末
等利用によるペーパーレス化
・�電子決裁システムの利用によるペーパーレス化
・�ペーパーレスFAXの利用

【リサイクル・リユース・リデュースの推進】
・古紙集積コンテナ設置によるリサイクルの推進
・�ゴミ集積場の整備を行い、廃棄物品目別仕分けによる
リサイクルの推進
・文書整理によるファイル類のリユース
・リサイクル可能な物品の売却
・詰替え可能な製品によるリデュースの推進

［14］�省エネルギー・省資源のための取り組み
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７▶活動に伴う環境負荷

分　　　　類 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　容

（１）　事業エリア内コスト 846,960 927,352 786,063

内　訳

（1）−1　公害防止コスト 33,159 29,071 29,877
大気汚染防止、水質汚濁防止等のためのコスト
空気環境測定、排水分析、アスベスト調査、
配水管清掃など

（1）−2　地球環境保全コスト 666,573 685,327 598,465
地球温暖化防止、省エネルギー等のためのコスト
高効率照明、人感センサー、遮熱塗料、太陽光
発電設備など

（1）−3　資源循環コスト 147,228 212,955 157,721 資源の効率的利用、廃棄物処理等のためのコスト
産業廃棄物・廃薬品処分、リサイクル処理など

（２）　管理活動コスト 509,361 558,755 547,784
環境情報の開示・環境広告、環境教育、環境改善
対策等のためのコスト
環境報告書、樹木管理、清掃費など

（３）　環境損傷対象コスト 742 672 638 環境保全に関する損害賠償等のためのコスト
汚染負荷量賦課金

合 計 1,357,063 1,486,780 1,334,485

表４　環境保全コスト 【単位：千円】

区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度

電 気 料 金 1,842,324 1,804,820 1,357,214

上 下 水 道 料 金 171,331 146 ,062 190,755

ガ ス 料 金 411,662 306 ,853 378,401

プロパンガス料金 681 779 675

重 油 料 金 362 215 371

灯 油 料 金 2,024 1,865 1,658

ガソリン等燃料費 5,589 5,793 5,754

合 計 2,433 ,973 2,266 ,387 1,934,828

表５　光熱水等コスト 【単位：千円】

令和６年度の環境会計情報として、本学の会計システム（財務会計システム）データから環境保全コストに関わるもの
を抽出・分類したものを集計しました。

［15］�環境会計 
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岡山大学の諸活動においては、多くの法令等が関係しています。社会的責任・説明責任を果たすうえで、法令遵守は最
低限の責務です。環境関連法令として、以下に示す法令等に基づく報告、届出などを適切に行っているほか、関連状況を
把握しています。

【報告・届出を行った法令等】
・エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律
・地球温暖化対策の推進に関する法律
・岡山県環境への負荷の低減に関する条例
・廃棄物の処理及び清掃に関する法律
・ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法
・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律
・特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律
・下水道法
・水質汚濁防止法
・瀬戸内海環境保全特別措置法

【状態把握を行っている法令等】
・フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律
・水銀による環境の汚染の防止に関する法律

法規の遵守状況８
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国際連合のグテーレス事務総長が、2023年７月に「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の

時代が到来した」と述べて、地球温暖化の進行に警鐘を鳴らしました。日本においても、2023年

から２年連続で、夏季の気温は平均値を1.76℃上回り、2025年はさらに過去２年を上回る勢い

で猛暑が続いています。すでに気候変動は将来のシナリオではなく、現在進行形の問題として強く

意識されるようになっています。わが国は、2050年のカーボンニュートラル達成を目指し、

2030年度において温室効果ガスを2013年度比で46%削減し、50%の高みに向けて挑戦を続け

ることを表明しています。岡山大学では、この日本の目標に沿ったかたちで、2030年度に2013

年度比51%以上のエネルギー起源の温室効果ガス排出量を削減するという大きな目標を掲げら

れており、この目標設定を高く評価しています。この長期目標はどういうロードマップで達成され

るのか大変興味があります。目標と工程をステークホルダーの間で共有するツールとして、環境報

告書を活用することも一案ではないでしょうか。2024年度もエコナイト、クリーンキャンパス、

リサイクル市と学生主体の活動が継続されていることは、うれしい報告です。教育と同様継続した

活動が環境活動には重要だと再認識させていただきました。学長が提唱されている「不易流行」は、

未来世代も含めた全ての人々のWell-beingの実現を意図しているものと理解しています。これか

らも、地域と地球環境の課題の解決に向けた岡山大学の活動に期待しています。

広島大学環境安全センター長　西嶋　渉

第三者コメント９
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過去に発行した岡山大学環境報告書
環境報告書2005-2006（2006年９月発行）
環境報告書2007（2007年９月発行）―環境報告書2024（2024年９月発行）（毎年度発行）

表紙・裏表紙の写真について
表　紙／共創イノベーションラボ（外観）
裏表紙／共創イノベーションラボ（内観）

岡山大学環境報告書2025
◆編集・企画：環境マネジメント委員会・安全衛生推進機構環境管理部門

奥付
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https://www.okayama-u.ac.jp/tp/profile/er.html 岡山大学環境報告書

岡山大学 環境報告書
国立大学法人岡山大学　安全衛生推進機構環境管理部門
〒700-8530  岡山市北区津島中一丁目１番１号
Tel.086-251-7280　　Fax.086-251-7281
E-mail  ccg7280@adm.okayama-u.ac.jp

お問合せ窓口 :

学　 章
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